大阪府石油コンビナート等防災計画進行管理検討部会（第10回）
議　事　概　要


１　日時　
令和４年８月４日（木曜日）　10時30分から11時35分まで

２　場所
大阪府庁新別館北館１階災害対策本部会議室及びWeb会議

３　出席者
[bookmark: _GoBack]　鈴木和彦氏（部会長、岡山大学名誉教授・特任教授）、木塚暁喜氏（堺市消防局予防部危険物保安課長）、黒田美彦氏（大阪市消防局予防部規制課長）、阪本真由美氏（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科教授）、髙橋智幸氏（関西大学副学長）、辰馬正彦氏（大阪北港地区防災協議会事務局長）、小池重一（大阪府危機管理室長）、事務局（大阪府消防保安課）

３　議　事
（１）第３期対策計画（令和３年度分）の進捗状況について
・事務局から、資料１により第３期対策計画（令和３年度分）の進捗状況についての説明を行った。
・委員からは、今後も事例の収集を行い、事業所間で情報共有を進めてもらいたい、といった意見があった。

（２）石油コンビナート等特別防災区域における防災対策の今後の方向性について
・事務局から、資料２－１、２－２により、石油コンビナート等特別防災区域における防災対策の今後の方向性についての説明を行った。
・委員からは、事業所間、事業所と行政のネットワークを生かして防災対策を継続し、対策の質をあげていってほしい、地域住民への情報提供についてしっかり議論してもらいたい、といった意見があった。
　
